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● 用 語 の 意 味 ●

★交 通 事 故 ････ 路上において､車両及び列車の交通によって起

こされた事故で､人身事故及び物件事故をいう。

★人 身 事 故 ････ 人の死傷を伴う交通事故をいう。

★物 件 事 故 ････ 物の損壊のみの交通事故をいう。

★死 亡 事 故 ････ 人身事故のうち､人の死亡を伴う交通事故をい

う。

★死 者 ････ 交通事故発生後24時間以内に死亡した者をい

う。

★第１当事者 ････ 交通事故に関与した人のうち､過失が最も重い

者をいい､過失が同程度の場合は､被害が最も軽

いものをいう。

★構 成 率 ････ 全体(合計)に占める各項目の構成割合をいい､

四捨五入してあるので合計と一致しないものも

ある。

★致 死 率 ････ 死者数／全死傷者数×１００をいう。

★死 傷 者 率 ････ 全死傷者数に占める各種の交通事故(子供・高

校生の交通事故等)の死傷者数の構成割合をい

う。

★事 故 類 型 ････ まず、事故を当事者の種類(人又は車両)によっ

て類型化し､次いで当事者の事故時の行動等(動

き､位置､衝突物等)によって更に細かく類型化

したもの｡

★状 態 別 ････ 事故当事者の事故当時の状態(自動車運転中､自

動車同乗中、歩行中等)をいう。

★車 両 等 ････ 自動車、二輪車(原付車を含む)、自転車をいう。



都道府県別交通事故発生状況

令和３年

305,196

死亡事故 2,583

死 者 数 2,636

負傷者数 362,131

ワースト
順位

1 徳 島 県 4.45

2 山 梨 県 3.95

3 香 川 県 3.89

4 愛 媛 県 3.75

5 高 知 県 3.62

6 三 重 県 3.50

7 鳥 取 県 3.43

8 福 井 県 3.39

9 和歌山県 3.36

10 大 分 県 3.20

6 三 重 県 3.50

千 葉 県

都道府県名

4

死者数

120

死　者

836 件

■都道府県別死者数のワースト順位

 　令和３年中、全国では約103秒に1件の人身事故が

負傷者

発生しており、約199分に1人が死亡、約87秒に1人が

区    分

死者

-1.3309,178

-201

令和２年

-203

-7.2

 人身事故　

増減数

2,839

7 人

-3,982

2,784

2

1

-2.0

140

-7,345

142

ワースト
都道府県名

369,476

992 人

-7.2

増減率％

負傷している。

１日平均
人身事故

※人口１０万人当たりの死者数は、総務省資料「令和２年国勢調査」を使用

愛 知 県

10 静 岡 県

7

兵 庫 県 114

89

101

三 重 県13 62

9 福 岡 県

6

8

人口１０万人当たり

死者数

大 阪 府

神奈川県

順位

118

117

埼 玉 県

東 京 都

北 海 道

133

121

3

5

第 １

北海道
120

青森29

岩手

35

宮城
42

秋田
28

山形
24

福島
49

東京133

茨城
80

栃木
56群馬

50

埼玉118
千葉

121神奈川

142

新潟
47

山梨
32

長野
45

静岡
89

富山29石川
26

福井
26

岐阜
61

愛知
117

三重

62

滋賀

37
京都
51

大阪

140

兵庫
114

奈良
39

和歌山

31

鳥取19
島根
10 岡山

57広島
70

山口34

徳島32

香川37

愛媛
50 高知25福岡

101佐賀
23

長崎
27

熊本

39

大分

36

宮崎
30

鹿児島

47

沖縄26
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交通情勢から見た三重県の位置

全     国 備考

順位 （年月日）

（人） 1,770,254 22 126,146,099 令2.10.1

（㎢） 5,774.47 25 377,974.63 令3.10.1

（㎞） 25,485.5 22 1,227,422.3 令2.3.31

（人） 1,248,016 22 81,895,559 令3.12.31

（％） 70.50 64.92

（台） 1,534,599 21 82,471,678 令2.12.31

（％） 86.69 65.38
(1.15人) (1.53人) 

（台） 101,336 20 6,671,488 令2.7.1

（％） 5.72 5.29
(17.47人) (18.91人)

2,722 32 305,196

153.76 38 241.94

62 13 2,636

3.50 6 2.09

0.50 7 0.32

0.37 8 0.29

2.43 15 2.15

0.62 16 0.58

1.82 7 0.72

備
　
　
考

人　身　事　故　件　数

死　　　者　　　数

　・　人口は、総務省資料の「令和2年国勢調査」による。

　・　面積は、国土地理院資料による。

　・　道路実延長、自動車台数は、国土交通省資料による。原付台数は、総務省資料による。

　・　免許人口、交通事故（人身事故件数、死者数）及び1億走行台キロは、警察庁資料による。

　・　人口10万人当たりの算出根拠は、総務省資料の「令和2年国勢調査」である。

　・　致死率は、死者数÷死傷者数×100をいう。

令3年中
(ﾜｰｽﾄ順位)

交

通

事

故

三  重  県
区       分

保 有 率

人　　　　口

面　　　　積

道路実延長

人　　  口　

自

動

車

保 有 率

（ 自 動 車 １ 台 当 た り ）

免

 
許

台　　数(原付・小特除く)

県民1.42に１人の割合
10

原

付

致　　　死　　　率

保 有 率

人口１０万人当たり

国民1.54に１人の割合

（ 原 付 車 １ 台 当 た り ）

道 路 １ ０ ０ ０ ㎞ 当 た り

自 動 車 １ 万 台 当 た り
（ 原 付 含 む ）

免許人口１万人当たり

１億走行台キロ当たり

台　数(1･2種)

人口１０万人当たり

20

12

第 ２
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三重県の交通事故発生状況

人身事故

7.5 件

令和３年

2,722

59

62

3,338

47,143

（年）

物 件 事 故

指数 指数 指数

平成 23 年 100 100 52,016 100

24 年 97 96 53,487 103

25 年 94 93 54,902 106

26 年 78 78 54,342 104

27 年 69 69 54,505 105

28 年 58 59 54,994 106

29 年 52 51 56,464 109

30 年 45 44 55,885 107

令和 元 年 35 34 53,809 103

2 年 28 27 46,250 89

3 年 26 24 47,143 91

－ － 53,072 －

■三重県警察が設置された昭和29年以降における死者の最高を記録した年の発生状況

－ － 10,293 －

■三重県警察が設置された昭和29年以降における死者の最低を記録した年の発生状況

－ － 47,143 －

893物 件 事 故 46,250

人　　身　　事　　故

1.9

79

年 死  者　数

105

指数

8,100

※指数は、平成23年を100とした場合の
各年の値である。

3,647

項目 

負 傷 者 数発 生 件 数

10,155

4,688

4,687

86

100

92

8,158

95

91

12,885

6,038

75

7,169 87 9,517

10,717

13,813

9,804

10,420

112

100

94

92

交通事故発生状況

負傷者数

73

3,732

71死亡事故

死 者 数

令和3年中、三重県では、約193分
に1件の人身事故が発生しており、約
6日に1人が死亡、約157分に1人が負
傷している。

増減率％増減数

-244

-16.9

-15.1

-12

-10.6-394

-8.22,966

令和２年

9.1 人

区 分

１ 日 平 均

負傷者

-11

死者

0.2 人

人 身 事 故

区 分

3,732

－

73

62

2,966 77

3,338652,722

95 13,287100

 　過去10年の年別推移

99

118

7,113

6,136

令和3年中の三重県内における交
通事故死者数は、10年前の平成23年
と比べると約35％減少した。

87

5,441

3,3382,722 62

昭和46年 9,495 352

－令和３年

－ 8,48988

13,243

6,468平成23～令和３年平均

第 ３

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120
130

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3

死 者 数

負 傷 者 数

（指数）

平成 令和
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※高速隊分を除く。

件数 死者 負傷者 件数 死者 負傷者

桑 名 市 203 5 255 大 台 町 7 0 8

木 曽 岬 町 10 0 14 大 紀 町 3 1 3

い な べ 市 70 2 93 伊 勢 市 193 5 226

東 員 町 40 0 46 玉 城 町 19 1 21

四 日 市 市 126 2 153 度 会 町 4 0 4

朝 日 町 13 0 15 南 伊 勢 町 2 1 1

川 越 町 38 1 46 鳥 羽 市 25 1 34

四日市南 四 日 市 市 387 6 479 志 摩 市 55 4 69

四 日 市 市 35 0 37 尾 鷲 市 14 1 16

菰 野 町 53 1 69 紀 北 町 7 1 8

548 8 669 熊野 熊 野 市 9 1 14

亀山 亀 山 市 64 1 84 熊 野 市 0 0 0

鈴鹿 鈴 鹿 市 236 4 284 御 浜 町 9 0 11

津 津 市 407 3 497 紀 宝 町 6 0 9

津南 津 市 190 3 213 9 1 14

597 6 710 伊賀 伊 賀 市 119 5 156

松 阪 市 204 4 258 名 張 市 64 4 66

多 気 町 13 2 16 伊 賀 市 5 0 6

明 和 町 25 0 30 124 5 162

67 3 97

2,722 62 3,338

四
日
市
西

合 計

伊
　
勢

鳥
　
羽

紀
　
宝

名
　
張

四
日
市
北

（ 熊 野 市 計 ）

（ 津 市 計 ）

（ 四 日 市 市 計 ）

松
　
阪

高 速 隊

尾
　
鷲

（ 伊 賀 市 計 ）

署 市　　　町
人身事故

大
　
台

桑
　
名

人身事故
署 市　　　町

い
な
べ

   市町別

　 人口１０万人以上の６市(桑名市・四日市市・鈴鹿市・津市・松阪市・伊勢市）で、

人身事故の約73％（1,981件）が発生している。

　　●最少・・・・・南伊勢町  　　　  2件（ 0.1％）

　　●最多・・・・・津市　　　　　　597件（21.9％）
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市町別人身事故件数                                         
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38 

 

 

13 

 

 

19 

 

※高速自動車国道及び自動車専用道路（名阪国道）は除く。 
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2,722

構 成 率 100.0

59

構 成 率 100.0

構成率

構成率 100.0

9 7

11.9 11.9

合計

59

292 2,722

10.7 100.0

日

16.2 12.3

8.5

7 5

金

335

15.4 14.8

6

418 403

8.3

203

５月

225

7.5

4

６月

22.0 10.2 20.3 15.3

12

442

土

7.5

6.8

3 4

７月

5.1 5.1

7.7

210

15.3

203

８月 ９月

3

203

16.9 8.5

269239

8.87.5

10 5 9

9.9

１２月１０月 １１月

8.2

224

水 木

6.9 10.1 9.3

6.8 5.1 8.5

53

うち死亡事故(件)

人身事故(件)

うち死亡事故(件)

   曜日別

189

4

459 373人身事故(件)

火

6.8

13

11.9

7

229

16.9 13.7

3.4

項目
月

曜日

8.4

2

　　月別 

２月
月

項目
１月 ３月 ４月

274 254

合計

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

(％)

月

16.9%

火

13.7%

水

15.4%木

14.8%

金

16.2%

土

12.3%

日

10.7%

人身事故
2,722件

月

22.0%

火

10.2%

水

20.3%

木

15.3%

金

11.9%

土

11.9%

日

8.5%

死亡事故
59件

人身事故(構成率)

うち死亡事故(構成率)
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29 17 49 286 392 320 311 313 420 361 159 65 2,722

構 成 率 1.1 0.6 1.8 10.5 14.4 11.8 11.4 11.5 15.4 13.3 5.8 2.4 100.0

2 1 5 3 7 8 6 5 5 13 4 0 59

構 成 率 3.4 1.7 8.5 5.1 11.9 13.6 10.2 8.5 8.5 22.0 6.8 0.0 100.0

☆昼夜別

※昼は日の出から日没までをいう。

名阪国道 東海環状 小計 １号 ２３号 ４２号 他 小計 主要 一般 小計

38 28 1 29 115 359 63 339 876 346 324 670 853 61 195 2,722

構 成 率 1.4 1.0 0.0 1.1 4.2 13.2 2.3 12.5 32.2 12.7 11.9 24.6 31.3 2.2 7.2 100.0

1 2 0 2 0 1 6 7 14 6 7 13 23 1 5 59

構 成 率 1.7 3.4 0.0 3.4 0.0 1.7 10.2 11.9 23.7 10.2 11.9 22.0 39.0 1.7 8.5 100.0

時間別

時間 0～2 2～4 4～6

うち死亡事故(件)

8～10 10～12 12～14 14～166～8 20～22 22～24 合計
項目

人身事故(件)

16～18 18～20

うち死亡事故(件)

路線別

路線
高速 市道

項目

人身事故（件）

その他 合計
県 道国 道自 専 道

町道

0

5

10

15

20

25
（％）

昼

72.6%

夜

27.4%

人身事故
2,722件

昼

52.5%

夜

47.5%
死亡事故

59件

高速・自専道

2.5%

国道

32.2%

県道

24.6%

市町道

33.6%

その他

7.2%

人身事故

2,722件

高速・自専道

5.1%

国道

23.7%

県道

22.0%

市町道

40.7%

その他

8.5%

死亡事故
59件

人身事故(構成率)

うち死亡事故(構成率)
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39％は交差点や交差点付近で発生している。

☆道路形状別
環状交差点 一般交通の

付 近 場 所

0 1,003 0 360 1,173 2 184 2,722

構 成 率 0.0 36.8 0.0 13.2 43.1 0.1 6.8 100.0

0 19 0 4 33 0 3 59
構 成 率 0.0 32.2 0.0 6.8 55.9 0.0 5.1 100.0

カーブ・右 カーブ・左 直線 その他 合計

66 63 2,409 184 2,722

構 成 率 2.4 2.3 88.5 6.8 100.0

4 8 44 3 59
構 成 率 6.8 13.6 74.6 5.1 100.0

死亡事故

　　※市街地とは、建造物が連立し、又はこれらが混在しており、市街地的形態をなしている地域をいう。

　　地形・道路形状・道路線形別 

　　　非市街地

人身事故

　 人身事故は市街地、死亡事故は非市街地で多く
発生している。人身事故の約50％、死亡事故の約

　　　　　市街地

単路 踏切 合計交差点環状交差点 交差点付近

区　　分

人身事故（件）

うち死亡事故（件）

区　　分

人身事故（件）

うち死亡事故（件）

☆道路線形別

交差点

36.8%

交差点付近

13.2%

単路

43.1%

踏切

0.1%

一般交通の場所

6.8%

●交差点では､信号や一時停止規制を
守り、左右の安全を確認しましょう。
特に、歩行者や自転車の横断に注意
しましょう。

人身事故
2,722件

58.4%

39.0%

41.6%

61.0%

交差点

32.2%

交差点付近

6.8%

単路

55.9%

一般交通の場所

5.1%

死亡事故
59件
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　 人身事故は、車両相互による追突事故が約40％
を占める。
　死亡事故は､人対車両の歩行者の横断中の事故
が多い。

横

断

歩

道

そ

の

他

55 73 67 106 301 68 1,085 623 571 2,347 41 8 25 74 0 2,722

構 成 率 2.0 2.7 2.5 3.9 11.1 2.5 39.9 22.9 21.0 86.2 1.5 0.3 0.9 2.7 0.0 100.0

4 4 8 5 21 4 3 7 6 20 10 4 4 18 0 59

構 成 率 6.8 6.8 13.6 8.5 35.6 6.8 5.1 11.9 10.2 33.9 16.9 6.8 6.8 30.5 0.0 100.0

　　事故類型別  

区　分

人対車両 車両相互 車両単独

横断中対

・

背

面

通

行

そ

の

他

小

　
計

小

　
計

工

作

物

列

車

合

　
　
計

人身事故（件）

うち死亡事故（件）

路

外

逸

脱

そ

の

他

小

　
計

正

面

衝

突

追

　
　
突

出

会

い

頭

そ

の

他

横断中

5.1% その他

5.9%

正面衝突

2.5%

追 突

39.9%
出会い頭

22.9%

その他

21.0%

工作物

1.5%

その他

1.2%

人対車両

11.1%

車両相互

86.2%

車両単独

2.7%

人身事故

2,722件

横断中

20.3%

その他

15.3%

正面衝突

6.8%

追 突

5.1%

出会い頭

11.9%

その他

10.2%

工作物

16.9%

その他

13.6%

人対車両

35.6%

車両相互

33.9%

車両単独

30.5%

死亡事故

59件

●追突事故は、緊張感欠如がもたらす最たる
事故です。緊張感を持って、前方をよく見て、
安全な速度で運転しましょう。
携帯電話等のながら運転は危険です。
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　 人身事故は20～29歳、死亡事故は70歳以上が

事故の約37％を占めている。

10 10 20 30 40 50 60 70 不 合
歳 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳
未 19 29 39 49 59 69 以
満 歳 歳 歳 歳 歳 歳 上 明 計

3 118 544 390 445 423 297 461 41 2,722 16 21 391 604

0.1 4.3 20.0 14.3 16.3 15.5 10.9 16.9 1.5 100.0 0.6 0.8 14.4 22.2

0 1 7 7 11 7 4 21 1 59 0 1 5 22
0.0 1.7 11.9 11.9 18.6 11.9 6.8 35.6 1.7 100.0 0.0 1.7 8.5 37.3

最も多い。

構 成 率 ％

    　 第１当事者の年齢層別

うち死亡事故（件）

高
齢
者

構 成 率 ％

　 第１当事者が高齢者である死亡事故が、全死亡

区　分 高
校
生

若
年
者

再掲

人身事故（件）

子
　
供

人身事故（件） 死亡事故(件）

●道路を利用する全ての人が交通ルールを守

り、お互いに注意して、交通事故を起こさない

ようにしましょう。

（
中
学
生
以
下)

人身事故（件）

うち死亡事故（件）

0

10

0

500

1000

20

（ （

～
16

24
歳
）

65
歳
以
上
）

（
高
校
生
含
む)
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　 人身事故は、安全不確認、動静不注視、前方
不注意による事故が全人身事故の約67％を占
めている。
 　死亡事故は、前方不注意、安全不確認による
事故が全死亡事故の約36％を占めている。

通行区分・追越し

その他

右・左折

最高速度

酒酔い

調査不能

小　　　計

歩行者の違反

当事者不明

合　　　　計

ブ
レ
ー

キ
操
作

ハ
ン
ド
ル
・

前

方

不

注

意

動

静

不

注

視

安

全

不

確

認

そ

　
の

　
他

111 17 2 79 24 181 1 10 45 101 20 166 516 632 670 74 19 2 2,670 11 41 2,722 21

構 成 率 4.1 0.6 0.1 2.9 0.9 6.6 0.0 0.4 1.7 3.7 0.7 6.1 19.0 23.2 24.6 2.7 0.7 0.1 98.1 0.4 1.5 100.0 0.8

2 3 2 7 1 4 0 0 1 2 0 11 15 0 6 3 0 1 58 0 1 59 0

構 成 率 3.4 5.1 3.4 11.9 1.7 6.8 0.0 0.0 1.7 3.4 0.0 18.6 25.4 0.0 10.2 5.1 0.0 1.7 98.3 0.0 1.7 100.0 0.0

 歩行者の違反・・・信号無視、飛出し等

注　うち無免許とは、第１当事者が原付以上であった人身事故又は死亡事故のうち、当該第１当事者が無免許であった事故をいう。

合

　
　
　
　
計

優

先

通

行

妨

害

等

交

差

点

安

全

進

行

徐

行

場

所

安全運転義務
歩

行

者

の

違

反

当

事

者

不

明

    　 第１当事者の事故原因別

そ

　
の

　
他

調

査

不

能

小

　
　
　
計

一

時

不

停

止

酒

　
酔

　
い

右

・

左

折

うち死亡事故（件）

区　分

信

号

無

視

通
行
区
分
・
追
越
し

最

高

速

度

歩

行

者

妨

害

等

人身事故（件）

車両等の違反

う

ち

無

免

許

横
断
自
転
車
妨
害
等

●運転中は､脇見や携帯電話等のながら運転を
せず、運転に集中し、常に進路前方や周囲の
状況を確認しましょう。

●自転車や歩行者は、車の動きに注意し、無理
な横断などは絶対にやめましょう。

安全不確認

24.6%

動静不注視

23.2%

前方不注意

19.0%

一時不停止

6.6%

ハンドル・

ブレーキ操作

6.1%

交差点安全進行

3.7%

信号無視

4.1% その他

10.8%

歩行者の違反

0.4%

当事者不明

1.5%

人身事故
2,722件

前方不注意

25.4%

ハンドル・ブレーキ操作

18.6%

歩行者妨害等

11.9%

安全不確認

10.2%

一時不停止

6.8%

信号無視

3.4%

通行区分・追越し

5.1%

交差点安全進行

3.4%

その他

13.6%

当事者不明

1.7%

死亡事故
59件

- 11 -



    　 　　 第１当事者の職業別

　サービス業従事者（その他サービス業）
が第１当事者となる事故が、人身事故の
約44％を占めている。

子

供

高

校

生

大

学

生

そ
の
他
学
生

職
業
運
転
者

公

務

員

農

林

業

漁

業

鉱

業

建

設

業

製

造

業

卸
・
小
売
業

金
融
保
険
業

不

動

産

業

運
輸
・
郵
便
業

16 21 48 23 148 63 27 5 3 119 163 48 20 4 24

0.6 0.8 1.8 0.8 5.4 2.3 1.0 0.2 0.1 4.4 6.0 1.8 0.7 0.1 0.9

0 1 0 0 4 1 1 0 0 5 2 1 0 0 0

0.0 1.7 0.0 0.0 6.8 1.7 1.7 0.0 0.0 8.5 3.4 1.7 0.0 0.0 0.0

通

信

業

電

気

・

ガ

ス

・

熱

・

水

道

業

学

術

研

究

宿
泊
・
飲
食
業

生

活

関

連

サ

ー

ビ

ス

教
育
・
学
習

支

援

業

医
療
・
福
祉

複
合
サ
ー

ビ
ス
業

そ

の

他

サ
ー

ビ

ス

業

分
類
不
能
の
産
業

主

婦

無

職

外

国

人

そ

の

他

合

計

1 17 1 24 35 24 146 12 1,209 4 84 386 1 46 2,722

0.0 0.6 0.0 0.9 1.3 0.9 5.4 0.4 44.4 0.1 3.1 14.2 0.0 1.7 100.0

0 1 0 1 0 0 4 0 21 0 0 16 0 1 59

0.0 1.7 0.0 1.7 0.0 0.0 6.8 0.0 35.6 0.0 0.0 27.1 0.0 1.7 100.0

21

48

23

建設業

子供

不動産業4

163

48

その他学生

大学生

高校生

16

1 通信業

外国人1

無職386

1

0

0

5

2

0

0

0

1

0

0

1

46 その他

20

合計2,722

4

24

84

12

1,209

146

24

35

17 電気・ガス・熱・水道業

1 学術研究

24 運輸・郵便業

59

1

0

16

製造業

卸・小売業

金融保険業

分類不能の産業

21

教育・学習支援業

0

医療・福祉

主婦

0

複合サービス業

4

その他サービス業

0

宿泊・飲食業

0

生活関連サービス

1

（件）

0

人身事故
職業別

死亡事故

農林業

漁業

鉱業

（件）

0

1

0

0

4

1

27

5

3

119

148

63

職業運転者

公務員

人身事故（件）

構成率

うち死亡事故（件）

構成率

区　分

人身事故（件）

構成率

うち死亡事故（件）

構成率

区　分

50010001500 10 20 30

●家庭や職場などで交通ルールを守ること
の大切さを話し合いましょう。
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　 65歳以上の高齢者の死者が、全死者の約65％

を占めている。

19 20 30 40 50 60 70

歳 ～ ～ ～ ～ ～ 歳

以 29 39 49 59 69 以

下 歳 歳 歳 歳 歳 上

0 1 0 4 2 3 9 4 39 62 4 40

構 成 率 0.0 1.6 0.0 6.5 3.2 4.8 14.5 6.5 62.9 100.0 6.5 64.5

180 76 85 575 549 619 572 338 344 3,338 431 491

構 成 率 5.4 2.3 2.5 17.2 16.4 18.5 17.1 10.1 10.3 100.0 12.9 14.7

※子供は、中学生以下をいい、年齢区分は、子供と高校生を除いた人数をいう。

    　 死傷者の年齢層別

合

計

負 傷 者 数

子

供

高

校

生

区　分

再　　掲

若
年
者

高
齢
者

死 者 数

●体力が落ちた、物が見にくくなったと感じ
ることはありませんか？

●思いやりの気持ちを持って、ゆとりのある
運転に努めましょう。

高校生

1.6%
20～29歳

6.5%
30～39歳

3.2%

40～49歳

4.8%

50～59歳

14.5%

60～69歳

6.5%

70歳以上

62.9%

死者
62人

子供

5.4%

高校生

2.3%
19歳以下

2.5%

20～29歳

17.2%

30～39歳

16.4%

40～49歳

18.5%

50～59歳

17.1%

60～69歳

10.1%

70歳以上

10.3%

負傷者
3,338人

16

24
歳
）

65
歳
以
上
）

（ （

～
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　自動車乗車中の負傷者が2,456人（約74％）

で最も多い。

　自転車乗用中、歩行中の死者が全死者の

50％を占めている。

自

動

車

二

輪

車

自

転

車

小

計

自

動

車

二

輪

車

自

転

車

小

計
15 9 10 34 7 0 0 7 21 0 62

構 成 率 24.2 14.5 16.1 54.8 11.3 0.0 0.0 11.3 33.9 0.0 100.0

1,974 255 328 2,557 482 4 0 486 288 7 3,338

構 成 率 59.1 7.6 9.8 76.6 14.4 0.1 0.0 14.6 8.6 0.2 100.0

死 者 数

負 傷 者 数

運 転 中 同 乗 中

    　死傷者の状態別

区　分

歩

行

中

そ

の

他

合

計

運転中

59.1%
同乗中

14.4%

二輪車

7.8%

自転車

9.8%

歩行中

8.6%

その他

0.2%

運転中

24.2%

同乗中

11.3%

二輪車

14.5%

自転車

16.1%

歩行中

33.9%

自動車

73.6%

負傷者
3,338人

自動車

35.5%
死者
62人

●道路を横断するときは、止まって左右の
安全を確認してから横断しましょう。

●近くに横断歩道があるときは、横断歩道
を渡りましょう。
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　 死者の着用率は約77％であり、負傷者の着用率の
約97％と比べ低い。

運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 計

1 0 0 0 0 0 3 3 7 3 0 0 11 6 0 0 11 6 17

着用率％ 50.0 　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 75.0 75.0 77.8 100.0 　　- 　　- 73.3 85.7 　　- 　　- 73.3 85.7 77.3

0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 3 1 0 0 3 1 4

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1

2 0 0 0 0 0 4 4 9 3 0 0 15 7 0 0 15 7 22

24 1 18 1 27 3 1,056 282 814 152 0 0 1,939 439 0 0 1,939 439 2,378

着用率％ 92.3 50.0 100.0 50.0 96.4 75.0 98.6 91.3 98.1 92.1 　　- 　　- 98.3 91.1 0.0 　　- 98.2 91.1 96.8

2 1 0 1 1 1 13 24 13 12 0 0 29 39 1 0 30 39 69

0 0 0 0 0 0 2 3 3 1 0 0 5 4 0 0 5 4 9

26 2 18 2 28 4 1,071 309 830 165 0 0 1,973 482 1 0 1,974 482 2,456計

計

小計

死
者
数

負
傷
者
数

着　　　　用

非　着　用

着用不明

非　着　用

着　　　　用

着用不明

    　 シートベルトの着用状況

合　　計
大型車 普通車 軽自動車 ミニカー

特殊車
中型車 準中型

自　　　　動　　　　車

区　　分

着用

98.2%

非着用

1.5%

着用不明

0.3%
運転中

負傷者
1,974人

●シートベルト非着用死者４人中１人（２５．０％）が、
シートベルトを着用していれば助かったと推定され
ます。

●後部座席を含め、自動車に乗車するときは全ての
座席でシートベルトを確実に着用しましょう。

着用

73.3%

非着用

20.0%

着用不明

6.7%運転中

死者
15人

着用

85.7%

非着用

14.3%

同乗中

死者
7人

着用

91.1%

非着用

8.1%

着用不明

0.8%

同乗中

負傷者
482人
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         ヘルメットの着用状況(自動二輪車・原付自転車)

　死傷者の約1.5％がヘルメットを着用していない。

運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 運転 同乗 計

2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 6 0 9 0 9

着用率％ 100.0 　　- 　　- 　　- 　　- 　　- 100.0 　　- 　　- 　　- 100.0 　　- 100.0 　　- 100.0 　　- 100.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 6 0 9 0 9

26 0 9 0 28 1 29 0 44 1 136 2 115 0 251 2 253

着用率％ 100.0 　　- 100.0 　　- 96.6 100.0 100.0 　　- 100.0 100.0 99.3 100.0 97.5 0.0 98.4 50.0 97.7

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2 2 4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 2

26 0 9 0 29 1 29 0 44 1 137 2 118 2 255 4 259

合計

非　着　用

非　着　用

着　　　　用

751cc以上
区 分

計

死
者
数

負
傷
者
数

着用不明

着用不明

着　　　　用

計

自　　動　　二　　輪

原付自転車原付二種

51～125cc126～250cc251～400cc

小型二輪

401～750cc

軽二輪
小計

●ヘルメットは､あなたの命を守ります。
正しく着用しましょう。

着用

100.0%

自動二輪車

死者
3人

着用

99.3%

非着用

0.7%自動二輪車

負傷者
139人

着用

95.8%

非着用

2.5%

不明

1.7%原付自転車
(50cc)

負傷者
120人

着用

100.0%

原付自転車
(50cc)

死者
6人
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各種の交通事故

（幼児、小・中学生が関与した事故）

　小学生の死傷者が子供の死傷者の約41％

を占めている。

　事故原因別では、自転車は安全不確認、

歩行者は飛び出しが多い。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

365 354 273 215 181 177 128 103 76 80

死 者 数 3 2 3 1 2 2 0 1 0 0

負傷者数 870 834 661 599 588 459 340 258 190 180

6.5 6.4 6.1 6.2 7.1 6.4 5.5 5.4 5.0 5.3

　　子供の交通事故

人身事故(件）

死 傷 者 率

区　分

※子供同士の事故はなし
※死者はなし。

安全不確認

20件(25.3%)

交差点

安全進行

6件(7.6%)

一時不停止

2件(2.5%)

動静不注視

6件(7.6%)

徐行場所違反

3件(3.8%)

その他

5件(6.3%)

違反なし

11件(13.9%)

飛び出し

6件(7.6%)

横断歩道外

横断

2件(2.5%)

走行車両の

直前・後の横断

1件(1.3%)

その他

6件(7.6%)

違反なし

11件(13.9%）

幼児

46人(25.6%)

1年生

9人(5.0%)

2年生

8人(4.4%)

3年生

16人(8.9%)
4年生

9人(5.0%)

5年生

24人(13.3%)

6年生

8人(4.4%)

1年生

25人(13.9%)

2年生

20人(11.1%)

3年生

15人(8.3%)

車両

（自転車）

53件(67.1%)

歩行者

26件(32.9%)

事故原因別

人身事故
80件

6～8時

13件(16.3%)

8～10時

4件(5.0%)

10～12時

5件(6.3%)

12～14時

5件(6.3%)

14～16時

18件(22.5%)

16～18時

29件(36.3%)

18～20時

5件(6.3%）

20～24時

1件(1.3%)

時間別
人身事故

80件

第 4

●道路を横断するときは、止まって
左右の安全を確認してから横断
しましょう。

●大人が手本となって交通ルール
を教えましょう。

小学生

74人(41.1%)

中学生

60人(33.3%)

学齢別

死傷者
180人
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　 自転車乗用中の死傷者が、約69％を占め

ている｡

　 車両等の事故原因別では、安全不確認や

動静不注視が目立っている。

※高校生同士の事故はなし

※車両等のうち原付以上による事故は22件、自転車による事故は53件

※死者の内訳は、原付乗用中1人

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

255 244 211 168 141 144 133 86 88 66

死 者 数 2 2 1 0 0 1 2 1 1 1

負傷者数 350 313 270 227 210 173 169 118 99 76

2.6 2.4 2.5 2.4 2.5 2.4 2.7 2.5 2.6 2.3

　　高校生の交通事故

区　　　分

人身事故（件）

死 傷 者 率

安全不確認

17件(25.8%)

動静不注視

9件(13.6%)

交差点

安全進行

8件(12.1%)

一時不停止

7件(10.6%)

その他

11件(16.7%)

違反なし

12件(18.2%)

違反あり

1件(1.5%)

違反なし

1件(1.5%)

車両等

64件(97.0%)

歩行者

2件

(3.0%)

事故原因別

人身事故

66件

●自転車乗用中の携帯電話・スマートフォ
ン等の使用はやめましょう。

●道路を横断する際、交差点を通行する
際には確実な安全確認をしましょう。

自動車

13人(16.9%)

二輪車

9人(11.7%)

自転車

53人(68.8%)

歩行者

2人(2.6%)

状態別
死傷者
77人
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（年齢６５歳以上の人が関与した事故）

(1)全体

　 状態別死者では、歩行者・自転車乗用中が

約50％を占めている。

※高齢者同士の事故121件を重複計上

※車両等のうち原付以上による事故は828件、自転車による事故は53件

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

2,731 2,767 2,330 2,151 1,843 1,638 1,509 1,204 987 883

死 者 数 48 49 57 52 52 37 57 42 39 40

負傷者数 1,922 1,892 1,647 1,448 1,224 999 959 755 574 491

14.7 15.0 15.7 15.6 15.5 14.4 16.3 16.7 16.1 15.6

区 分

　　高齢者の交通事故

人身事故（件）

死 傷 者 率

安全不確認

221件(22.0%)

動静不注視

111件(11.1%)

前方不注意

95件(9.5%)

交差点

安全進行

60件(6.0%)
一時不停止

59件(5.9%）

ハンドル・

ブレーキ操作

47件(4.7%)

信号無視

33件(3.3%)

その他

87件

(8.7%)

不明

3件

(0.3%)

違反なし

165件

(16.4%)

違反あり

41件

(4.1%)
違反なし

81件

(8.1%)

不明

1件

(0.1%)

自動車

14人(35.0%)

自動二輪

1人(2.5%）原付

5人(12.5%）

自転車

5人(12.5%)

歩行者

15人(37.5%)

状態別
死者
40人

自動車

304 人(57.3%)

自動二輪

10 人(1.9%)

原付

39 人

(7.3%)

自転車

52 人

(9.8%)

歩行者

126 人(23.7%)

車両等

881件(87.7%)

歩行者

123件

(12.3%)

事故原因別

人身事故

1,004件

二輪車

49 人

(9.2%)

状態別

死傷者

531人

●体調、天候などは日々、変化する
ものです。自身の身体機能に合わ
せ、その時々の状況に応じた慎重
な交通行動をとりましょう。
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(2)高齢運転者
（年齢６５歳以上で原付以上の運転者が第１当事者になった事故）

　 原付以上の運転者が第1当事者になった

人身事故の約22％、死亡事故の約39％が

高齢運転者による事故です。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

1,642 1,702 1,416 1,331 1,136 1,041 968 783 663 581
構 成 率 16.9 18.1 18.3 19.4 19.8 20.1 21.5 22.5 23.5 22.4

28 20 20 28 24 10 22 28 20 19
構 成 率 31.5 25.0 22.5 37.8 27.9 14.1 29.7 43.1 29.9 37.3

※構成率は、原付以上の運転者が第1当事者になった事故に占める高齢運転者による事故の割合

区　　分

人身事故（件）

うち死亡事故（件）

横断中

39 件(6.7%)
その他

38 件(6.5%)

正面衝突

13 件(2.2%)

追突

164 件

(28.2%)

出会い頭

137 件(23.6%)

右左折時

68 件(11.7%)

その他

98 件(16.9%)

工作物

15 件(2.6%) その他

9 件(1.5%)

安全不確認

171件(29.4%)

前方不注意

93件(16.0%)

動静不注視

91件(15.7%)

一時不停止

49件(8.4%)

ハンドル・

ブレーキ操作

42件(7.2%)

交差点

安全進行

28件(4.8%)
信号無視

31件(5.3%)

その他

75件(12.9%)

不明

1件(0.2%)

事故原因別

人身事故

581件

人対車両

77件

(13.3%)

車両相互

480件

(82.6%)

車両単独

24件(4.1%)

事故類型
別

人身事故
581件

●運転中は、常に周囲の状況に注意
を払い、安全運転を心掛けましょう。

●高齢運転者標識を付けた自動車へ
の幅寄せや割り込みはやめましょう。

運転に不安を感じたら、
免許証の自主返納も１つ
の方法です。
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　　　　歩行者の交通事故

　 歩行者の約3割に何らかの違反があり、横断

に関する違反が34件(11.3％)で最も多い。

　 年齢層別では､高齢者の死傷者が約41％を

占めている。

※死者21人の内訳は、20～29歳1人、30～39歳1人、

40～49歳1人、50～59歳3人、高齢者15人である。 

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

665 731 592 552 479 486 398 331 331 301

死 者 数 31 33 36 28 37 26 25 24 26 21

負傷者数 660 733 578 549 467 490 382 329 320 288

5.2 5.9 5.7 6.0 6.1 7.2 6.5 7.4 9.1 9.1

区 分

人身事故(件）

死 傷 者 率

横断歩道外横断

22件(7.3%)
車両の前後横断

6件(2.0%)
斜め横断

5件(1.7%) 横断禁止場所横断

1件(0.3%)

飛び出し

9件(3.0%)

通行区分

11件(3.7%)

信号無視

1件(0.3%)

その他

42件(14.0%)

不明

2件(0.7%)

違反なし

202件(67.1%)

横断

34件(11.3%)

事故原因別
人身事故

301件

子供

31 人(10.0%)

19歳以下

7 人(2.3%)

20～29歳

29 人(9.4%)

30～39歳

36 人(11.7%)

40～49歳

35 人(11.3%)

50～59歳

29 人(9.4%)

60～64歳

16 人(5.2%)

高齢者

126 人(40.8%)
年齢層別

死傷者

309人

●道路を横断するときは、横断歩道
を利用しましょう。

●車のかげからの飛び出しは､危険
ですから絶対にやめましょう。

●夕暮れ時や夜間に外出するときは、
明るい服装で反射材用品等を身に
着けましょう。
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   事故原因別では、安全不確認、動静不注視で
全体の約45％を占めている。
　年齢層別では、高校生以下の死傷者が約31％
を占めている。

※自転車同士の事故7件を重複計上 ※ 死者10人の内訳は、
　 高齢者5人、その他5人である。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

1,235 1,150 954 750 633 635 531 426 372 339

死 者 数 8 8 18 12 12 15 14 6 9 10

負傷者数 1,238 1,143 939 737 621 613 511 424 355 328

9.3 8.9 8.8 7.8 7.7 8.7 8.4 9.0 9.6 9.9死傷者率

　　自転車の交通事故

人身事故（件）

区分

安全不確認

96件(27.7%）

動静不注視

58件(16.8%）

交差点

安全進行

38件(11.0%)

一時不停止

26件(7.5%)
徐行場所違反

10件(2.9%）

前方不注意

6件(1.7%)

ハンドル・

ブレーキ操作

10件(2.9%)

その他

22件(6.4%)

不明

1件(0.3%)

違反なし

79件(22.8%)

幼児

1人(0.3%)
小学生

15人(4.4%)

中学生

37人(10.9%)

高校生

53人(15.7%)

その他

180人(53.3%)

高齢者

52人(15.4%)

事故原因別
人身事故

346件

自転車安全利用五則

１ 自転車は、車道が原則、歩道は例外
２ 車道は左側を通行
３ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４ 安全ルールを守る

○ 飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
○ 夜間はライトを点灯
○ 交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５ 子どもはヘルメットを着用

（平成１９年７月１０日交通対策本部決定）

当事者別
死傷者
338人
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　事故原因別では、動静不注視と安全不確認で

全体の約39％を占めている。

　年齢層別では、高齢者の死傷者が、約18％を

めている。

※ 二輪車同士の事故6件を重複計上 ※ 死者9人の内訳は、高校生1人、20～29歳1人、
※ 無免許は5件 40～49歳1人、高齢者6人である。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

1,076 1,005 829 687 629 477 446 328 307 271

死 者 数 22 14 20 15 17 10 13 16 15 9

負傷者数 1,015 950 777 655 594 449 409 287 286 259

7.7 7.4 7.4 7.0 7.4 6.4 6.8 6.4 7.9 7.9死傷者率

区分

人身事故（件）

　二輪車の交通事故

高校生

9人(3.4%)
19歳以下

12人(4.5%)

20～29歳

62人(23.1%)

30～39歳

32人(11.9%)

40～49歳

46人(17.2%)

50～59歳

45人(16.8%)

60～64歳

13人(4.9%)

高齢者

49人(18.3%)動静不注視

58件(20.9%)

安全不確認

51件(18.4%)

交差点

安全進行

40件(14.4%)
前方不注意

15件(5.4%)ハンドル・

ブレーキ操作

12件(4.3%)

徐行場所違反

10件(3.6%) 

指定場所一時

不停止

4件(1.4%)

その他

24件(8.7%)

不明

1件(0.4%)

違反なし

62件(22.4%)

事故原因別
人身事故

277件

●一時停止の交通規制が実施されているところでは、
必ず一時停止して、左右の安全を確認しましょう。

●二輪車を運転するときは、正しい乗車姿勢を保ち、
ヘルメットを正しく着用するとともに、プロテクターを
着用しましょう。

年齢層別
死傷者
268人
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　人身事故の事故原因別では、動静不注視、
前方不注意、安全不確認で全体の約74％を
占め、事故類型別では追突が約56％を占め
ている。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

1,669 1,563 1,294 1,155 977 850 741 567 454 374

構 成 率 17.2 16.7 16.7 16.9 17.0 16.4 16.5 16.3 16.1 14.4

12 7 11 6 9 9 11 1 11 5

構 成 率 13.5 8.8 12.4 8.1 10.5 12.7 14.9 1.5 16.4 9.8

※構成率は、原付以上の運転者が第1当事者になった事故に占める若年運転者による事故の割合

うち死亡事故（件）

　　　　若年運転者の交通事故
（年齢１６～２４歳の原付以上の運転者が第１当事者となった事故）

区分

人身事故（件）

横断中

3件(0.8%)
その他

15件(4.0%)
正面衝突

11件(2.9%)

追突

208件(55.6%)

出会い頭

62件

(16.6%)

その他

64件

(17.1%)

工作物

6件(1.6%)

その他

5件(1.3%)

動静不注視

118件(31.6%)

前方不注意

87件(23.3%)

安全不確認

73件(19.5%)

一時不停止

10件(2.7%)

ハンドル・

ブレーキ操作

25件(6.7%)

交差点

安全進行

18件(4.8%)

信号無視

13件(3.5%)

その他

30件(8.0%)

人対車両

18件(4.8%)

車両相互

345件(92.2%)

車両単独

11件(2.9%)

●速度が速いほど、停止距離が長く、衝突時の
衝撃が大きくなります。安全な速度で運転しま
しょう。

●交通ルールを遵守して、常に周囲の状況に注
意を払いましょう。

事故原因別

人身事故
374件

事故類型別
人身事故

374件
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　　　　飲酒運転の交通事故

　飲酒運転の人身事故は、事故類型別では
追突が約39%を占め、時間別では6時～8時
の発生が約21%と多い。

　　※死亡事故は、車両相互(正面衝突)の1件である。 ※死亡事故は、8～10時に1件発生した。

平成２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 令和元年 ２年 ３年

73 63 55 44 36 34 42 36 37 28

構 成 率 0.8 0.7 0.7 0.6 0.6 0.7 0.9 1.0 1.3 1.1

4 3 9 1 1 5 3 2 5 1

構 成 率 4.5 3.8 10.1 1.4 1.2 7.0 4.1 3.1 7.5 2.0

※構成率は、原付以上の運転者が第1当事者になった事故に占める飲酒運転者による事故の割合

うち死亡事故（件）

人身事故（件）

区分

（原付以上の運転者が、飲酒運転をして第１当事者となった事故）

横断中

1件(3.6%)

その他

1件

3.6%

正面衝突

6件(21.4%)

追突

11件(39.3%)

出会い頭

1件(3.6%)

その他

4件(14.3%)

工作物

3件(10.7%)

その他

1件

3.6%

人対車両

2件(7.1%)

車両相互

22件(78.6%)

車両単独

4件(14.3%)

0～2時

5件(17.9%)

2～4時

3件(10.7%)

6～8時

6件(21.4%)

8～10時

2件(7.1%)
10～12時

1件(3.6%)

14～16時

1件(3.6%)

16～18時

2件(7.1%)

18～20時

4件(14.3%)

20～22時

3件(10.7%)

22～24時

1件(3.6%)

●アルコールの影響で適切な判断や運転操作
ができず、事故を引き起こす危険性が高くな
ります。

●一人一人が、飲酒運転は絶対に「しない」「さ
せない」「許さない」ことを徹底し、飲酒運転を
根絶しましょう。

事故類型別
人身事故

28件

時間別
人身事故

28件
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■車両の事故原因
◇信号無視 信号機の設けられている交差点で、赤又は黄色信号等を無視して交差点に進入して事

故を起こした場合等をいう。

◇通行区分 センターラインを超えて、対向車線に進入して対向車と正面衝突した場合等をいう。

◇追い越し 追い越し禁止場所や無理な追い越しをして、対向車等と衝突した場合をいう。

◇最高速度 法定（指定）速度を超えて走行したため、歩行者の発見が遅れて衝突したり、カーブ路を

曲がれなかったために事故を起こした場合等をいう。

◇歩行者妨害等 横断歩道を横断中の歩行者や自転車横断帯を横断中の自転車の発見が遅れたために

衝突した場合等をいう。

◇一時不停止 一時停止の標識・道路標示のある交差点で、一時停止することなく、交差点に進入した

ために交差道路から走行してきた車両と衝突した場合等をいう。

◇酒酔い 飲酒により正常な運転ができない状態で、車両を運転したために事故を起こした場合を

いう。

◇右・左折 右・左折禁止場所で右・左折をしたために事故を起こしたり、原付の二段階右折をしなか

ったために事故を起こした場合等をいう。

◇優先通行妨害 交差点で右折する時に直進車両と衝突したり、明らかに優先道路を走行している車両と

衝突した場合等をいう。

◇交差点安全進行 交差点で、交差道路から走行してきた車両に特に注意しなかったために衝突したり、反

対方向からの右折車両に特に注意しなかったために衝突した場合等をいう。

◇徐行場所 左右の見とおしの悪い交差点や急な道路の曲がりかど付近等で減速徐行しなかったた

めに交差道路から走行してきた車両や対向車と衝突した場合等をいう。

◇ハンドル・ブレーキ操作 ・・・ カーブ路等で急ハンドルを切ったためにガードレールに衝突したり、急ブレーキを踏んだ

ためにスリップして前車に追突した場合等をいう。

◇前方不注意 考え事やぼんやりしていたり、脇見をしていたために前を良く見ていなかったために停止

した前車に気づくのが遅れ追突した場合をいう。

◇動静不注視 相手（車両・歩行者）の動きを良く見ていなかったために、相手の動きに対応できずに衝

突した場合等をいう。

◇安全不確認 前方・左右・後方に対する安全確認を怠ったために衝突した場合等をいう。

◇安全速度 カーブ路等で道路状況・環境に応じた速度で走行しなかったために路外へ逸脱したり、

飛び出した歩行者と衝突した場合等をいう。

■歩行者の事故原因
◇飛び出し 安全を確認しないで路上に飛び出したために、車両等と衝突した場合をいう。

◇車両の前後横断 駐車車両の直前・直後から横断したり、走行車両の直前・直後から横断したために車両

等と衝突した場合をいう。

◇横断歩道外横断 横断歩道が付近にある場所で横断歩道を利用せずに横断したために車両等と衝突した

場合をいう。

◇横断禁止場所横断 道路標識又は道路標示により横断が禁止されている道路で横断したために車両等と衝

突した場合をいう。

◇幼児のひとり歩き 児童等（13歳未満）が保護者を伴わずに一人歩きをしていたために、車両等と衝突した

場合をいう。

◇めいてい・はいかい 道路において、酒に酔ってふらついていたり、寝そべり等の交通妨害をしていたために

車両等と衝突した場合をいう。
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・・・・・・・

・・・・・・・・・
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